
阿
波
国
を
流
れ
る
吉
野
川
の
左
岸
、
板
野
郡
板
野
町
犬
伏
字
蔵
佐
谷
の
旧
釈
迦
堂

跡
は
多
量
の
瓦
経
が
出
土
し
た
遺
跡
と
し
て
昭
和
三
十
五
年
四
月
五
日
、
徳
島
県
文

化
財
保
護
条
例
に
よ
っ
て
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
出
土
し
た
瓦
経
の
中

に
「
天
仁
二
年
七
月
五
日
書
」
の
紀
年
銘
が
あ
り
、
そ
の
資
料
的
価
値
は
極
め
て
高

く
、
こ
れ
ら
の
瓦
経
は
昭
和
三
十
三
年
七
月
十
八
日
付
で
、
徳
島
県
の
文
化
財
保
護

に
関
す
る
条
例
の
第
八
条
の
規
定
に
よ
っ
て
、
徳
島
県
教
育
委
員
会
よ
り
有
形
文
化

財
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
れ
は
犬
伏
出
土
の
瓦
経
の
一
部
で
あ
っ
て
、

故
浪
花
勇
次
郎
氏
の
旧
蔵
品
が
、
現
在
阿
南
市
長
生
町
善
昌
寺
西
室
美
術
館
（
館
長

下
山
隆
明
師
）
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
す
で
に
散
逸
し
て
い
る
も
の
が

多
数
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
出
来
る
だ
け
集
め
、
犬
伏
瓦
経
の
復
原
を
試
み

る
作
業
を
行
っ
て
き
た
。

浪
花
氏
は
す
で
に
鬼
籍
に
入
ら
れ
た
が
、
御
生
前
の
友
好
も
あ
り
、
そ
の
遺
志
を

う
け
て
逐
次
ま
と
ま
っ
た
も
の
を
発
表
し
て
き
た
。
西
室
苑
所
蔵
の
も
の
に
つ
い
て

は
じ
め
に 徳

島
県
犬
伏
蔵
佐
谷
出
土
の
瓦
経
片
の
復
原
と
考
察
（
二

ｌ
『
妙
法
蓮
華
経
』
「
巻
第
一
」
に
つ
い
て
Ｉ

は
昭
和
五
十
四
年
七

月
五
日
に
現
地
調
査

を
行
っ
た
が
、
平
成

七
年
七
月
二
十
九
日

再
度
参
上
し
て
補
足

的
調
査
を
実
施
し
た
。

こ
の
う
ち
『
妙
法
蓮

華
総
』
の
「
序
品
」

に
関
す
る
部
分
が
ま

と
ま
っ
た
の
で
、
そ

の
復
原
と
考
察
を
試

み
る
こ
と
に
し
た
。

復
原
と
考
察

ま
ず
、
①
を
み
る

蕊 網
干
善
教

琴

〃

I
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と
、
表
面
に

旬

「
妙
法
蓮
華
…
…
…

「
如
是
我
聞
…
…
…

「
大
比
丘
衆
…
…
…

「
壼
無
復
煩
：
。
…
…

と
あ
り
、
裏
面
に
は

「
春
属
倶
…
・
…
：
…

灘
蕊
溌
蕊
蕊
瀞
灘
蕊
認
識
蕊
蕊
雛
蕊
黙
簿
灘

癖
》
》
》
辮
群
鐸
癖
鐸
蝿
癖
銅
挙
辮
》
榊
識
織
榊
榊

蕊
蕊
癖
蕊
鐸
蕊
溌
蕊
蕊
韓

蕊
蕊
擬
誰
織
蕪
礎
騨
騨
惑
鍛

鞍
犠
辮
簿
蟻
謙
舞
蕊
驚
譜
謹
箪

睦
蝉
洋
品
浄
感
患
↑
◆
廷
‐
蕗
・
◇
ざ
，
、
傘
◇
令
・
叩
。
津
胖
」
討
認

”
”
沖
鏡
・
輔
泌
甜
曲
魂
・
諏
龍
・
唖
緒
戦
鈴
溢
携
髄
戦
０
晩
勲
憾

・

謡

●

電

や

。

ご

、

『

寺

画

式

必

◆

訓

寺

寺

瀧

口

霊

零

》
》
》
《
い
ぶ
《
Ⅲ
心
へ
獣
一
一
小
咄
《
》
却
梱
《
坪
》
一
十
心
的
一
計
・
禰
伸
斗
一
却
恥
必
．

竜

蹄

匙

↑

。

｛

》

鵠

一

・

叩

争

埠

将

ｗ

ｆ

。

。

。

《

い

い

『

・

誰

〆

Ⅱ

恥

。

一

・

一

一

胴

。

都

”

一

》

Ⅱ

認

。

”

》
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蕊
蕊
興
一
窪
《

和

。
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「
三
貌
三
…
…
…
…

「
韓
不
退
韓
：
：
：
…

「
所
殖
衆
徳
・
：
．
…
：

と
あ
る
。
こ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
第
一
「
序
品
第
一
」
の
冒

頭
の
部
分
で
あ
り
、
瓦
経
は
一
枚
に
つ
き
十
七
字
詰
、
八
行
に
篦
描
き
で
書
写
さ
れ
、

焼
成
さ
れ
て
い
る
。

次
に
②
の
破
片
を
み
る
と
、
表
面
に

…
…
…
序
…
…
…

：
．
…
時
佛
…
…
…

…
…
万
…
・
・
・
…
…

と
あ
り
、
裏
面
に
は

：
…
…
・
提
・
…
…
：

…
：
．
法
輪
…
…
…

…
…
…
常
…
…
：
．

と
あ
る
。
こ
れ
は
①
の
瓦
経
破
片
の
下
に
続
く
部
分
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ざ
ら
に
③
を
み
る
と
、
表
面
に

．
：
。
・
・
・
：
．
：
：
．
（
元
干
［
Ｈ
］
）
」

…
…
：
…
…
…
・
…
中
‐
胆
〈
」

．
…
…
：
・
・
…
…
…
…
・
已
」

：
・
・
…
…
…
：
：
…
…
・
在
」

と
あ
り
、
裏
面
に
は

…
…
…
…
…
：
…
・
多
羅
」

：
：
．
：
…
…
：
…
…
辮
才
」

…
…
：
…
…
…
・
…
諸
佛
」

。
…
・
…
…
：
．
…
…
・
修
身
」

と
あ
る
。
以
上
は
三
個
体
の
破
片
で
あ
る
が
、
経
典
に
同
定
し
、
復
原
し
て
み
る
と
、

本
来
は
一
枚
の
瓦
経
で
あ
っ
た
が
、
破
片
と
な
っ
て
別
々
の
個
体
と
な
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
、
原
形
の
一
枚
に
書
写
さ
れ
た
瓦
経
の
経
文
は
次
の
如
く
で

孕
め
》
フ
（
》
Ｏ

（
ゴ
チ
ッ
ク
体
の
文
字
は
瓦
経
か
ら
判
読
で
き
る
文
字
。
以
下
同
じ
。
）

〔
表
〕
妙
法
蓮
華
経
序
品

妙
法
蓮
華
経
序
品

〔
裏
〕
陀
羅
難
陀
富
模
那
彌
多
羅
尼
子
須
菩
提
阿
難

羅
碓
羅
如
是
衆
所
知
識
大
阿
羅
漢
等
復
有
学

無
学
二
千
人
摩
訶
波
闇
波
提
比
丘
尼
與
春
属

六
千
人
倶
羅
眠
羅
母
耶
輸
陀
羅
比
丘
尼
亦
與

巻
属
倶
菩
薩
摩
訶
薩
八
萬
人
皆
於
阿
褥
多
羅

如
是
我
聞
一
時
佛
在
王
舎
城
耆
闇
堀
山
中
與

大
比
丘
衆
万
二
千
人
倶
皆
是
阿
羅
漢
諸
漏
已

壷
無
復
煩
悩
逮
得
己
利
壼
諸
有
結
心
得
自
在

其
名
日
阿
若
僑
陳
妬
摩
訶
迦
葉
優
模
頻
螺
迦

葉
迦
耶
迦
葉
那
提
迦
葉
舎
利
弗
大
目
鍵
連
摩

訶
迦
施
延
阿
劣
棲
駄
劫
賓
那
僑
梵
波
提
離
婆

多
畢
陵
伽
婆
蹉
薄
拘
羅
摩
訶
拘
締
羅
難
陀
孫

一
一
一



三
競
三
菩
提
不
退
韓
皆
得
陀
羅
尼
楽
説
辮
才

韓
不
退
韓
法
輪
供
養
無
量
百
千
諸
佛
於
諸
佛

所
殖
衆
徳
本
常
為
諸
佛
之
所
称
歎
以
慈
修
身

②

と
こ
ろ
で
、
『
阿
州
犬
伏
旧
釈
迦
堂
跡
出
土
瓦
経
拓
』
（
以
下
「
浪
花
拓
本
集
」
と

略
す
）
を
み
る
と
、
三
二
頁
と
四
四
頁
の
下
段
、
そ
し
て
四
三
頁
の
上
段
に
掲
載
き

れ
た
三
片
は
同
一
個
体
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
ざ
ら
に
三
二
頁
の
資
料
は
上

が
裏
面
で
、
下
が
表
面
と
な
っ
て
お
り
、
四
四
頁
下
段
の
拓
本
も
、
上
が
裏
面
、
下

が
表
面
と
な
っ
て
い
る
。

復
原
作
業
の
な
か
で
特
に
問
題
は
な
い
が
、
①
の
破
片
の
表
面
一
行
目
は
、
②
の

破
片
に
よ
っ
て
『
妙
法
蓮
華
経
序
品
』
と
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
し
、
②
の
破
片
の

三
行
目
は
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
で
は
「
萬
」
と
あ
る
と
こ
ろ
を
瓦
経
で
は
「
万
」

次
に
瓦
経
の
原
形
を
復
原
す
る
と
、
縦
は
表
面
一
行
目
の
「
妙
法
蓮
華
」
の
四
文

字
が
五
．
其
ン
で
、
一
行
十
七
字
と
し
、
上
端
縁
一
・
八
雑
／
、
下
端
縁
一
・
七
雑
ン
を

加
え
る
と
、
約
二
五
杙
ン
と
な
る
。
罫
線
の
一
行
の
幅
が
二
・
亮
ン
、
八
行
、
左
右
の

縁
幅
が
一
・
亮
ン
あ
る
か
ら
横
幅
約
一
九
超
、
厚
さ
は
約
二
・
兵
ン
と
な
る
。

以
上
の
よ
う
に
こ
の
①
、
②
、
③
の
資
料
は
経
文
を
同
定
し
、
復
原
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
は
じ
め
て
本
来
は
一
枚
の
瓦
経
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て

瓦
経
の
生
命
は
よ
み
が
え
る
も
の
と
考
え
る
。

と
い
う
略
文
字
を
使
用
し
て
い
る
。

④
の
破
片
を
同
定
し
て
み
る
。
表
面
に

…
…
…
…
属
倶
有
四
」

：
…
…
…
・
婆
王
美
乾
」

：
…
：
：
千
百
千
巻
属
」

…
…
…
…
…
…
審
駄
」

：
…
…
主
羅
眼
阿
修
」

と
あ
り
、
裏
面
に

…
。
：
此
経
巳
結
加
畉
」

…
…
不
動
是
時
天
雨
」

：
…
…
…
・
華
摩
訶
曼
」

．
…
…
…
：
世
界
六
種
」

…
…
…
…
塞
憂
婆
夷
」

と
あ
る
。
こ
れ
は
、
前
同
様
「
序
品
第
一
」
の
三
枚
目
に
あ
た
る
。
以
下
経
文
を
復

原
す
る
。

四



〔
裏
〕
章
提
希
子
阿
闇
世
王
與
若
干
百
千
巻
属
倶
各

禮
佛
足
退
座
一
面
爾
時
世
尊
四
衆
園
邊
供
養

恭
敬
尊
重
讃
歎
為
諸
菩
薩
説
大
乗
経
名
無
量

義
教
菩
薩
法
佛
所
護
念
佛
説
此
経
巳
結
加
鉄

坐
入
於
無
量
義
虚
三
昧
身
心
不
動
是
時
天
雨

曼
陀
羅
華
摩
訶
曼
陀
羅
華
曼
殊
婆
華
摩
訶
曼

殊
沙
華
而
散
佛
上
及
諸
大
衆
普
佛
世
界
六
種

震
動
爾
時
会
中
比
丘
比
丘
尼
憂
婆
塞
憂
婆
夷

と
こ
ろ
で
前
掲
の
序
品
の
一
枚
目
は
よ
い
と
し
て
、
二
枚
目
か
ら
こ
の
三
枚
目
に

続
く
と
こ
ろ
に
不
可
解
な
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
次
の
点
で
あ
る
。

序
品
一
枚
目
の
裏
面
最
後
の
行
は
先
き
に
挙
げ
た
通
り

所
殖
衆
徳
本
常
為
諸
佛
之
所
称
歎
以
慈
修
身

で
あ
る
。
す
る
と
二
枚
目
の
表
面
最
初
の
行
は

善
入
佛
慧
通
達
大
智
到
於
彼
岸
名
称
普
聞
無

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｏ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｏ
Ｉ
Ｏ
Ｏ
０
６
１
Ｉ
ｌ
９
１
０
ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
８
０
ｔ
ｌ
ｔ
Ｏ
Ｏ
Ｉ
９
０
８
１
０
０
０
Ｉ
ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
ｌ
Ｏ
０
０
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ

袰
L 〃

羅大羅阿倶闇乾持
王威王修有婆閨法
如徳各羅四王婆緊
意迦與王阿美王那
迦模若毘修音楽羅
模羅干摩羅乾乾王
羅王百質王闇關各
王大千多婆婆婆與
各身春羅雅王王若
與迦属阿阿各楽干
若槙倶修修與音百
干羅有羅羅若乾千
百王四王王干閾春
千大迦羅怯百婆属
春満槙喉羅千王倶
属迦羅阿嘉春美有
倶槙王修駄属乾四

で
は
じ
ま
る
。
そ
し
て
こ
の
三
枚
目
の
表
面
最
初
の
行
は

持
法
緊
那
羅
王
各
與
若
千
百
千
巻
属
倶
有
四

で
は
じ
ま
る
。
そ
う
す
る
と
二
枚
目
の
裏
の
最
終
行
は

法
緊
那
羅
王
妙
法
緊
那
羅
王
大
法
緊
那
羅
王

と
な
る
。
そ
こ
で
二
枚
目
の
表
面
最
初
の
行
か
ら
、
裏
面
最
後
の
行
ま
で
を
割
り
付

け
て
み
る
と
、
一
行
十
七
字
の
文
字
の
数
は
合
致
す
る
が
、
全
体
で
十
七
行
と
な
る
。

勿
論
、
表
裏
対
応
し
て
書
写
さ
れ
る
と
い
う
原
則
が
あ
る
。
こ
の
方
法
に
よ
る
と
表

面
八
行
、
裏
面
八
行
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
十
七
行
と
い
う
奇
数
行
は
生
れ
な
い
。

し
か
し
実
際
に
は
二
枚
目
は
十
七
行
で
あ
っ
て
一
行
だ
け
多
い
。
結
果
的
に
表
裏
ど

ち
ら
か
で
八
行
と
九
行
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
実
際
に
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
起
こ

ら
な
い
し
、
普
通
で
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
瓦
経
片
の
場
合
、
そ
の
理
由
は
全
く

わ
か
ら
な
い
。

若
し
考
え
る
と
す
れ
ば
二
枚
目
の
瓦
経
を
書
写
す
る
作
業
の
な
か
で
、
誤
っ
て
一

行
分
だ
け
誤
っ
て
脱
行
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
思
い
出
さ
れ
る
一
例
は
、
以

前
、
愛
知
県
碧
南
市
在
住
の
水
野
孝
文
氏
所
蔵
の
瓦
経
片
の
復
原
を
行
っ
て
い
た
と

き
、
書
写
中
に
一
行
脱
落
し
て
い
る
こ
と
が
み
つ
か
っ
た
。
そ
こ
で
写
経
者
は
こ
の

瓦
経
で
は
縁
の
欄
外
に
一
行
分
を
追
記
し
た
例
が
あ
っ
畑
。
こ
の
犬
伏
瓦
経
の
場
合

も
一
行
脱
落
と
い
う
こ
と
を
考
え
れ
ば
表
裏
十
七
行
と
い
う
矛
盾
は
解
決
で
き
る
が
、

そ
れ
以
外
に
は
判
断
が
つ
か
な
い
。
若
し
将
来
序
品
の
二
枚
目
に
相
当
す
る
資
料
が

見
つ
か
れ
ば
そ
の
時
点
を
検
討
す
る
必
要
の
あ
る
こ
と
を
附
言
し
て
お
き
た
い
。
誤

り
は
誤
り
で
あ
っ
て
も
、
千
数
百
年
を
経
過
し
て
も
指
摘
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
肝

に
銘
じ
て
お
き
た
い
。

次
に
、
裏
面
の
二
行
目
は
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
す
な
わ
ち
『
麗
本
』
で
は
「
礼五



佛
足
退
座
一
面
」
で
改
行
さ
れ
、
「
爾
時
世
尊
」
か
ら
三
行
目
に
な
り
、
経
文
の
意

味
か
ら
し
て
も
改
行
し
た
方
が
よ
い
箇
所
で
あ
る
が
、
こ
の
瓦
経
で
は
改
行
し
て
い

な
い
。こ

の
こ
と
は
、
現
物
は
存
在
し
な
い
が
こ
の
瓦
経
の
前
の
二
枚
目
に
お
い
て
も
、

文
字
数
の
計
算
か
ら
す
れ
ば
、
表
面
か
ら
裏
面
に
続
く
位
置
に
く
る
「
如
是
等
菩
薩

摩
訶
薩
八
萬
人
倶
」
で
改
行
し
「
爾
時
釈
提
恒
因
」
と
な
る
と
こ
ろ
、
改
行
し
な
い

で
書
写
き
れ
て
い
る
ら
し
い
。
そ
れ
は
改
行
し
な
い
で
以
下
書
写
を
続
け
る
と
二
枚

目
の
終
り
か
ら
三
枚
目
へ
矛
盾
な
く
続
く
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
を
改
行

し
て
書
写
し
た
場
合
は
続
か
な
く
な
る
。

第
三
に
裏
面
四
行
目
の
「
加
」
は
、
東
博
本
、
宮
内
庁
本
、
明
本
で
は
「
珈
」
、

最
終
行
の
「
蟇
」
は
『
大
正
大
蔵
経
』
で
は
「
優
」
で
あ
る
が
、
共
に
こ
れ
ら
の
文

字
か
ら
だ
け
で
は
書
写
の
原
典
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
こ
の
瓦
経
の
原
形
の
復
原
は
、
表
面
四
行
目
の
「
王
羅
喉
阿
修
」
の
五
字

が
六
・
真
シ
、
下
端
の
縁
が
一
・
七
注
ノ
で
あ
る
か
ら
上
下
共
に
同
じ
と
み
て
計
算
す

る
と
縦
全
体
で
約
二
○
・
七
巻
と
な
る
。
横
は
罫
線
の
幅
が
二
．
其
ン
、
縁
が
○
・

八
芯
で
あ
る
か
ら
、
全
体
と
し
て
約
十
八
・
四
巻
と
推
計
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
こ
の
瓦
経
の
現
品
は
西
室
苑
に
は
な
く
、
『
浪
花
拓
本
集
』
で
は
五
七
頁

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
上
は
裏
面
で
あ
り
、
下
が
表
面
で
上
下
逆
に
な
っ
て
い
る
。

⑤
は
表
面
に

…
．
：
而
作
比
丘
」

…
…
勇
猛
精
進
」

…
…
常
虚
空
閑
」

：
…
…
・
…
合
掌
」

と
あ
り
、
裏
面
に

。
：
：
：
…
…
：
道
」

：
…
：
：
口
智
者
」

…
…
口
求
仏
道
」

…
…
施
佛
及
僧
」

と
あ
る
。
こ
れ
は
「
序
品
」
の
「
以
偶
間
日
」
の
中
間
に
相
当
す
る
部
分
で
あ
る
。

以
下
こ
の
部
分
を
復
原
す
る
と
次
の
如
く
に
な
る
。

〔
表
〕
剃
除
鬚
髪
而
被
法
服
或
見
菩
薩
而
作
比
丘

独
虚
閑
静
楽
調
経
典
又
見
菩
薩
勇
猛
精
進

入
於
深
山
思
惟
佛
道
又
見
離
欲
常
虚
空
閑

深
修
禅
定
得
五
神
道
又
見
菩
薩
安
禅
合
掌

⑤
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次
に
⑥
、
⑦
、
⑧
、
⑨
の
四
片
の
破
片
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
小
破
片
で
あ
る
が
、

実
は
こ
れ
を
経
典
に
同
定
す
る
こ
と
に
よ
り
四
枚
の
破
片
を
完
全
に
復
原
す
る
こ
と

〔
裏
〕
天
龍
恭
敬
不
以
為
喜
又
見
菩
薩
虚
林
放
光

済
地
獄
苦
令
入
佛
道
又
見
佛
子
未
嘗
睡
眠

經
行
林
中
勲
求
佛
道
又
見
具
戒
威
儀
無
欲

浄
如
宝
珠
以
求
佛
道
又
見
佛
子
住
忍
辱
力

増
上
慢
人
悪
罵
極
打
皆
悉
能
忍
以
求
佛
道

又
見
菩
薩
離
諸
戯
笑
及
癌
春
属
親
近
智
者

一
心
除
乱
摂
念
山
林
億
千
萬
歳
以
求
佛
道

或
見
菩
薩
鯖
膳
飲
食
百
種
湯
薬
施
佛
及
僧

書
写
上
、
問
題
は
な
い
。
四
字
一
句
、
四
句
一
行
で
正
し
く
書
写
し
て
い
る
。

縦
の
復
原
は
裏
面
最
終
行
の
「
施
佛
及
僧
」
の
上
の
空
間
の
中
央
か
ら
下
の
罫
線

ま
で
五
・
○
芯
、
上
下
縁
一
・
六
巻
を
加
え
て
計
約
二
二
・
一
夷
ン
、
横
は
罫
線
が
幅

二
・
真
ン
で
八
行
、
左
右
縁
各
○
・
七
芯
を
加
え
て
推
計
一
八
・
一
亮
ン
の
大
き
さ
で

あ
る
。な

お
、
こ
の
破
片
は
『
浪
花
拓
本
集
』
の
五
六
頁
に
集
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

現
在
西
室
美
術
館
に
は
現
品
は
存
在
し
な
い
。

以
千
萬
偶
讃
諸
法
王
復
見
菩
薩
智
深
志
固

能
問
諸
佛
聞
悉
受
持
又
見
佛
子
定
慧
具
足

以
無
量
嶮
為
衆
講
法
欣
楽
説
法
化
諸
菩
薩

破
魔
兵
衆
而
撃
法
鼓
又
見
菩
薩
寂
然
宴
黙

鋤

識職 鶴
冊０５
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次
に
⑦
の
破
片
を
検
討
す
る
と
、
一
方
の
面
に

「
各
各
懐
…
：
…
…
・
…

の
一
行
三
文
字
が
読
み
と
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
反
対
の
面
に

「
我
見
燈
：
：
…
…
…
・
・

の
一
行
三
文
字
が
判
読
で
き
る
。
こ
の
一
行
は
一
枚
の
瓦
経
の
表
面
の
最
初
の
一
行

で
あ
り
、
裏
面
の
一
行
は
一
枚
の
瓦
経
の
最
後
の
行
の
上
部
の
三
文
字
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
間
は
表
面
八
行
、
裏
面
八
行
の
十
六
行
で
あ
る
こ
と

に
な
る
。

し
か
も
、
こ
れ
を
復
原
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
先
き
の
⑥
の
瓦
経
の
次
の
瓦
経
に

相
当
す
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

が
で
き
る
。
以
下
そ
の
手
順
を
示
す
。

ま
ず
、
⑥
に
つ
い
て
み
る
と
、
一
方
の
面
に

「
或
有
…
…
…
…
…
…

「
又
見
佛
菩
…
…
…
…

「
：
…
・
諸
菩
薩
：
…
・
…

の
三
行
が
読
み
と
れ
る
。
そ
の
反
対
の
面
を
み
る
と
、

「
口
妙
…
・
…
…
…
：
…

の
三
行
が
判
読
で
き
る
。
こ
れ
を
一
行
十
七
字
詰
、
八
行
の
経
典
に
あ
て
て
み
る
と
、

「
序
品
第
一
」
に
相
当
す
る
箇
所
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

「
…
…
所
説
・
…
…
…
。
．

「
説
是
法
華
：
…
：
…
：

⑨
の
破
片
を
み
る
と
、
一
方
の
面
に

「
□
□
…
…
…
…

「
世
雄
不
・
…
…
：

●

「
□
．
．
…
：
．
．
…
…

の
文
字
が
読
み
と
れ
る
。
但
し
文
字
の
読
め
る
の
は
終
り
か
ら
二
行
目
の
三
文
字
だ

け
で
あ
る
。
つ
い
で
反
対
の
面
を
み
る
と

「
本
従
…
・
…
…
…
：

「
於
無
量
…
・
…
…
：

「
如
是
大
果
…
…
…

の
三
行
の
文
字
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
裏
面
に
あ
た
る
。
そ
こ
で
僅
か
な

文
字
で
は
あ
る
が
一
行
十
七
字
詰
、
表
裏
共
に
八
行
で
復
原
す
る
と
、
こ
れ
が
ま
た
、

先
き
の
⑧
の
に
続
く
瓦
経
の
一
部
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
連
続
す
る
四
枚
の
瓦
経
を
復
原
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な

う
旬
○

さ
ら
に
⑧
の
破
片
を
み
る
。
一
方
の
面
に

「
聞
辞
支
佛
…
…
…

の
一
行
四
字
の
文
字
が
あ
る
。
こ
れ
と
反
対
の
面
に

「
説
意
趣
…
…
…
…

の
一
行
分
三
文
字
が
読
み
と
れ
る
。
こ
の
僅
か
に
残
存
す
る
文
字
を
手
掛
り
に
一
枚

の
瓦
経
を
復
原
す
る
と
、
こ
れ
が
先
き
の
⑦
の
瓦
経
に
続
く
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分

っ
た
。

八



⑥
〔
表
〕
又
見
所
如
来
自
然
成
佛
道
身
色
如
金
山
端
厳
甚
微
妙

如
浄
琉
璃
中
内
現
眞
金
像
世
尊
在
大
衆
敷
演
深
法
義

二
諸
佛
上
聲
聞
衆
無
数
因
佛
光
明
照
悉
見
彼
大
衆

或
有
諸
比
丘
在
於
山
林
中
精
進
持
浄
戒
猶
如
護
明
珠

又
見
諸
菩
薩
行
施
忍
辱
等
其
数
如
恒
沙
斯
由
佛
光
照

又
見
諸
菩
薩
深
入
諸
禅
定
身
心
寂
不
動
以
求
無
上
道

又
見
諸
菩
薩
知
法
寂
滅
相
各
於
其
国
上
説
法
求
佛
道

爾
時
四
部
衆
見
日
月
燈
佛
現
大
神
通
力
其
心
皆
歓
喜

〔
裏
〕
各
各
自
相
問
是
事
何
因
縁
天
人
所
奉
尊
適
従
三
昧
起

讃
妙
光
菩
薩
汝
為
世
間
眼
一
切
所
帰
信
能
奉
持
法
蔵

如
我
所
説
法
唯
汝
能
證
知
世
尊
既
讃
歎
会
妙
光
歓
喜

説
是
法
華
経
満
六
十
小
劫
不
起
於
此
座
所
説
上
妙
法

是
妙
光
法
師
悉
皆
能
受
持
佛
説
是
法
華
令
衆
歓
喜
巳

尋
即
於
是
日
告
於
天
人
衆
諸
法
実
相
義
巳
為
汝
等
説

我
今
於
中
夜
當
入
於
浬
藥
汝
一
心
精
進
當
離
於
放
逸

諸
佛
甚
難
値
億
劫
時
一
過
世
尊
諸
子
等
聞
佛
入
浬
藥

⑦
〔
表
〕
各
各
懐
悲
悩
佛
滅
一
何
速
聖
主
法
之
王
安
慰
無
量
衆

我
若
滅
度
時
汝
等
勿
憂
怖
是
徳
蔵
菩
薩
於
無
漏
実
相

心
巳
得
通
達
其
次
當
作
佛
號
日
為
浄
身
亦
度
無
量
衆

佛
此
夜
滅
度
如
薪
蓋
火
滅
分
布
諸
舎
利
而
起
無
量
塔

比
丘
比
丘
尼
其
数
如
恒
沙
倍
復
如
精
進
以
求
無
上
道

是
妙
光
法
師
奉
持
佛
法
減
八
十
小
劫
中
広
宣
法
華
経

是
諸
八
王
子
妙
光
所
開
化
堅
固
無
上
道
當
見
無
数
佛

供
養
諸
佛
巳
随
順
行
大
道
相
継
得
成
佛
転
次
而
授
記

〔
裏
〕
最
後
天
中
天
號
日
燃
燈
佛
諸
仏
之
導
師
度
脱
無
量
衆

是
妙
光
法
師
時
有
一
弟
子
心
常
懐
慨
怠
貧
者
於
名
利

求
名
利
無
厭
多
遊
族
姓
家
棄
捨
所
習
調
廃
忘
不
通
利

以
是
因
縁
故
號
之
為
求
名
亦
行
衆
善
業
得
見
無
数
佛

供
養
於
諸
佛
随
順
行
大
道
具
六
波
羅
蜜
今
見
釈
師
子

其
後
當
作
佛
號
名
日
彌
勤
広
度
諸
衆
生
其
数
無
有
量

彼
佛
滅
度
後
悌
怠
者
汝
是
妙
光
法
師
者
今
則
我
身
是

我
見
燈
明
佛
本
光
瑞
如
此
以
是
知
今
佛
欲
説
法
華
経

⑧
〔
表
〕
今
相
如
本
瑞
是
諸
佛
方
便
今
佛
放
光
明
助
発
実
相
義

諸
人
今
當
知
合
掌
一
心
待
佛
當
雨
法
雨
充
足
求
道
者

諸
求
三
乗
人
若
有
疑
悔
者
佛
當
為
除
断
令
壼
無
有
余

妙
法
蓮
華
経
方
便
品
（
第
二
）

爾
時
世
尊
従
三
昧
安
詳
而
起
告
舎
利
弗
諸
佛

智
慧
甚
深
無
量
其
智
慧
門
難
解
難
入
一
切
聲

聞
辞
支
佛
所
不
能
知
所
以
者
何
佛
曽
親
近
百

千
萬
億
無
数
諸
佛
議
行
諸
佛
無
量
道
法
勇
猛

九



〔
裏
〕
精
進
名
称
善
聞
成
就
甚
深
未
曽
有
法
随
宣
所

説
意
趣
難
解
舎
利
弗
吾
従
成
佛
已
来
種
種
因

縁
種
種
譽
嶮
広
演
言
教
無
数
方
便
引
導
衆
生

令
離
諸
著
所
以
者
何
如
来
方
便
知
見
波
羅
蜜

皆
巳
倶
足
舎
利
弗
如
来
知
見
広
大
深
遠
無
量

無
磯
力
無
所
畏
漉
定
解
脱
三
昧
深
入
無
際
成

就
一
切
未
曽
有
法
舎
利
弗
如
来
能
種
種
分
別

巧
説
諸
法
言
辞
柔
軟
悦
可
衆
心
舎
利
弗
取
要

⑨
〔
表
〕
要
言
之
無
量
無
辺
未
曽
有
法
佛
悉
成
就
止
舎

利
弗
不
須
復
説
所
以
者
何
佛
所
成
就
第
一
希

有
難
解
之
法
唯
佛
與
佛
乃
能
究
蓋
諸
法
実
相

所
謂
諸
法
如
是
相
如
是
性
如
是
体
如
是
力
如

是
作
如
是
因
如
是
縁
如
是
果
如
是
報
如
是
本

末
究
寛
等
爾
時
世
尊
欲
重
宣
此
義
而
説
偶
言

世
雄
不
可
量
諸
天
及
世
人
一
切
衆
生
類
無
能
知
佛
者

佛
力
無
所
畏
解
脱
諸
三
昧
及
佛
諸
余
法
無
能
測
量
者

〔
裏
〕
本
従
無
数
佛
具
足
行
諸
道
甚
深
微
妙
法
難
見
難
可
了

於
無
量
億
劫
行
此
諸
道
巳
道
場
得
成
果
我
巳
悉
知
見

如
是
大
果
報
種
種
性
相
義
我
及
十
方
佛
乃
能
知
是
事

是
法
不
可
示
言
辞
相
寂
滅
諸
余
衆
生
類
無
有
能
得
解
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Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
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Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
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ｌ
ｌ
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Ｉ
Ｉ
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Ｉ
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Ｉ
Ｉ
Ｉ
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Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
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Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
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Ⅱ
Ⅱ
１
１
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
０
１
１
１
Ⅱ

と
な
る
。
そ
し
て
こ
の
四
枚
は
一
字
一
行
の
問
題
も
な
く
、
連
続
す
る
こ
と
に
な
っ

て
正
確
に
書
写
き
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
但
し
何
れ
も
小
破
片
で
あ
る
か
ら
単

独
で
は
単
な
る
小
破
片
と
し
て
の
価
値
し
か
な
い
が
、
こ
う
し
て
残
存
の
文
字
を
頼

り
に
復
原
す
る
と
、
そ
の
小
破
片
が
大
き
な
価
値
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
る
。

除
諸
菩
薩
衆

一
切
漏
巳
壷

假
使
満
世
間

正
使
満
十
方

信
力
堅
固
者

住
是
最
後
身

皆
如
舎
利
弗

皆
如
舎
利
弗

諸
佛
弟
子
衆

如
是
諸
人
等

壼
思
共
度
量

及
余
諸
弟
子

－一一T一三壱一F二」

亦不其曽
満能力供
十測所養
方佛不諸
刹智堪佛
へ

以
下
略
一

鰯鵜 一
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な
お
、
一
枚
の
瓦
経
の
大
き
ざ
は
、
⑧
の
表
面
の
「
聞
辞
支
佛
」
の
四
字
が
五
．

其
ン
、
上
下
の
縁
計
一
云
ン
を
加
え
る
と
全
体
で
約
二
○
・
四
巻
、
幅
は
一
行
の
罫
線

が
二
・
冥
ン
で
、
八
行
、
そ
れ
に
左
右
の
縁
計
約
一
鳧
ン
を
加
え
る
と
約
一
九
・
八
巻

と
な
る
。
厚
ざ
は
約
一
夷
ン
あ
る
。

次
に
⑩
、
⑪
の
破
片
を
み
る
。

ま
ず
⑩
の
資
料
は
「
浪
花
拓
本
集
」
三
十
一
頁
に
挙
げ
ら
れ
た
焼
成
の
鈍
い
破
片

で
、
文
字
の
彫
り
も
浅
／
、
、
判
読
で
き
な
い
も
の
も
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
一
方
の
面

（
表
面
）
を
み
る
と
、

：
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
（
不
明
）
・
…
．
．

．
…
…
…
…
…
・
…
…
…
・
我
記
…
…
…
・
…
．
．

：
…
…
…
…
：
…
…
：
故
此
…
…
・
…
…
…
：

．
…
…
・
…
…
…
…
…
…
・
…
（
不
明
）
…
…

…
：
：
…
・
…
…
…
…
：
…
。
．
（
不
明
）
…
…

で
あ
り
、
五
行
あ
る
が
殆
ん
ど
読
め
な
い
。
次
に
他
の
面
（
裏
面
）
を
み
る
と
辛
う

じ
て

…
…
…
無
所
畏
我
以
相
厳
…
…
…
…
…
…

：
…
…
・
…
相
印
舎
利
弗
・
…
…
…
…
：
：
…
．

…
…
…
…
…
異
如
我
昔
・
…
。
：
…
…
…
…
：

：
…
…
…
：
：
…
若
我
：
…
…
：
…
…
…
…
：

…
…
…
…
．
：
…
我
知
此
…
：
…
…
…
…
…
．

と
読
め
る
。
こ
れ
を
経
典
に
同
定
す
る
と
『
妙
法
蓮
華
経
』
の
「
序
品
」
の
偶
文
に

あ
た
る
。

一
一
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ｌ
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ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
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ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

も
う
一
点
、
⑪
は
『
浪
花
拓
本
集
』
四
○
頁
に
挙
げ
ら
れ
た
も
の
で
そ
の
破
片
を

み
る
と
、
一
方
の
面
（
表
面
）
で
は

…
…
…
…
…
・
…
：
因
縁
…
…
…
…
」

：
…
…
…
…
…
…
・
微
形
：
…
…
・
…
」

…
…
…
…
入
邪
見
稠
林
若
有
…
…
」

…
…
…
…
深
者
虚
妄
法
…
…
…
…
」

と
読
め
る
文
字
が
あ
る
。
反
対
側
の
面
（
裏
面
）
は
文
字
の
彫
り
が
浅
く
、
焼
成
も

不
良
で
正
確
に
文
字
を
読
み
と
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
、
こ
の
経
文
も
偶
文
で

あ
り
、
判
読
し
た
文
字
を
も
と
に
復
原
し
割
り
付
け
て
み
る
と
、
先
き
の
⑪
の
資
料

に
続
く
こ
と
が
分
か
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
二
片
に
書
写
さ
れ
た
経
典
の
箇
所
を
四
句

一
行
、
表
裏
共
八
行
で
表
記
し
、
該
当
す
る
部
分
の
文
字
を
表
記
す
る
と
次
の
如
く

に
な
る
。

⑩
〔
表
〕
有
佛
子
心
浄
柔
軟
亦
利
根
無
量
諸
佛
所
而
行
深
妙
道

為
此
諸
佛
子
説
是
大
乗
経
我
記
如
是
人
来
世
成
佛
道

以
深
心
念
佛
修
持
浄
戒
故
此
等
聞
得
佛
大
喜
充
遍
身

佛
知
彼
心
行
故
為
説
大
乗
聲
聞
若
菩
薩
聞
我
所
説
法

乃
至
於
一
掲
皆
成
佛
無
疑
十
方
佛
土
中
唯
有
一
乗
法

無
二
亦
無
三
除
佛
方
便
説
但
以
假
名
字
引
導
於
衆
生

説
佛
智
慧
故
諸
佛
出
於
世
唯
此
一
事
実
余
二
則
非
真

終
不
以
小
乗
済
度
於
衆
生
佛
自
往
大
乗
如
其
所
得
法

〔
裏
〕
定
慧
力
莊
嚴
以
此
度
衆
生
自
證
無
上
道
大
乗
平
等
法

若
以
小
乗
化
乃
至
於
一
人
我
則
随
樫
貧
此
事
為
不
可

若
人
信
帰
佛
如
来
不
欺
証
亦
無
貧
嫉
意
断
諸
法
中
悪

故
佛
於
十
方
而
独
無
所
畏
我
以
相
嚴
身
光
明
照
世
間

無
量
衆
所
尊
為
説
実
相
印
舎
利
弗
當
知
我
本
立
誓
願

欲
令
一
切
衆
如
我
等
無
異
如
我
昔
所
願
今
者
巳
満
足

化
一
切
衆
生
皆
令
入
佛
道
若
我
遇
衆
生
壼
教
以
佛
道

無
智
者
錯
乱
迷
惑
不
受
教
我
知
此
衆
生
未
曽
修
善
本

⑪
〔
表
〕
堅
著
於
五
欲
癌
愛
故
生
悩
以
諸
欲
因
縁
墜
堕
三
悪
道

輪
廻
六
趣
中
備
受
諸
苦
毒
受
胎
之
微
形
世
世
常
増
長

薄
徳
少
福
人
衆
苦
所
逼
迫
入
邪
見
稠
林
苦
有
若
無
等

依
止
此
諸
見
具
足
六
十
二
深
著
虚
妄
法
堅
受
不
可
捨

我
慢
自
溝
高
詣
曲
心
不
実
於
千
萬
億
劫
不
聞
佛
名
字

亦
不
聞
正
法
如
是
人
難
度
是
故
舎
利
弗
我
為
設
方
便

説
諸
壼
苦
道
示
之
以
浬
藥
我
難
説
浬
藥
是
亦
非
眞
滅

諸
法
従
本
来
常
自
寂
滅
相
佛
子
行
道
巳
来
世
得
作
佛

〔
裏
〕
我
有
方
便
力
開
示
三
乗
法
一
切
諸
世
尊
皆
説
一
乗
道

今
此
諸
大
乗
皆
応
除
疑
惑
諸
佛
語
無
異
唯
一
無
二
乗

過
去
無
数
劫
無
量
滅
度
佛
百
干
萬
億
種
其
数
不
可
量

如
是
諸
世
尊
種
種
縁
書
嶮
無
数
方
便
力
演
説
諸
法
相

是
諸
世
尊
等
皆
説
一
乗
法
化
無
量
衆
生
令
入
於
佛
道

又
諸
大
聖
主
知
一
切
世
間
天
人
群
生
類
深
心
之
所
欲

更
以
異
方
便
助
顕
第
一
義
若
有
衆
生
類
値
諸
過
去
佛

一
一
一



原
形
の
大
き
さ
の
推
定
は
、
五
字
一
偶
の
大
き
さ
が
五
・
二
ン
、
そ
れ
に
間
隔
三

箇
所
各
○
・
五
芯
、
上
下
両
縁
各
一
・
五
津
を
加
え
て
約
二
五
巻
、
幅
は
罫
線
一
行

が
二
・
亮
ン
、
八
行
に
両
縁
共
○
・
五
雑
／
を
加
え
る
と
約
一
七
・
八
繩
／
と
み
る
こ
と

が
で
き
る
。
厚
さ
は
一
・
八
巻
で
あ
る
。

若
聞
法
布
施
或
持
戒
忍
辱
精
進
禅
智
等
種
種
修
福
慧

以
上
の
如
く
書
写
は
正
し
く
行
わ
れ
て
お
り
、
特
に
問
題
は
見
当
ら
な
い
。

以
上
、
犬
伏
出
土
の
瓦
経
片
の
う
ち
『
妙
法
蓮
華
経
』
「
序
品
第
一
」
に
相
当
す

る
十
一
点
に
つ
い
て
同
定
し
、
復
原
を
試
み
た
。
結
果
と
し
て
犬
伏
瓦
経
は
『
法
華

三
経
』
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
開
経
の
『
無
量
義
経
』
と
結
経
の
『
佛

④

説
観
普
賢
菩
薩
行
法
経
』
に
つ
い
て
復
原
は
す
で
に
発
表
し
て
あ
る
。
今
回
は
本
経

の
『
妙
法
蓮
華
経
』
の
「
序
品
」
を
取
扱
っ
た
が
、
法
華
経
も
一
行
十
七
字
詰
、
表

裏
共
八
行
の
原
則
で
製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

今
回
試
み
た
な
か
で
資
料
④
で
は
そ
の
前
の
③
に
相
当
す
る
部
分
の
一
枚
が
表
裏

計
十
六
行
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
十
七
行
で
あ
り
ど
こ
か
で
誤
っ
て
い
る
こ

と
、
あ
る
い
は
破
片
そ
の
も
の
は
極
め
て
小
さ
く
、
数
行
若
し
く
は
数
字
し
か
残
存

し
な
い
が
、
①
、
②
、
③
は
現
存
は
三
個
の
破
片
と
な
っ
て
い
る
が
も
と
一
個
体
で

あ
っ
た
こ
と
、
⑥
、
⑦
、
⑧
、
⑨
は
連
続
し
た
瓦
経
の
一
部
で
あ
る
こ
と
、
⑩
と
⑪

も
残
存
状
態
は
悪
い
が
連
続
す
る
二
枚
の
破
片
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
れ
は

破
片
を
接
着
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
た
結
果
で
は
な
く
、
経
文
と
の
対
比
に
よ
っ
て

判
明
し
た
こ
と
で
あ
り
、
結
果
と
し
て
小
ざ
な
破
片
の
存
在
価
値
を
見
出
し
た
こ
と

小

結

に
な
る
。
こ
う
し
た
こ
と
が
瓦
経
の
研
究
に
つ
な
が
る
も
の
と
確
信
す
る
。

注①
復
原
に
は
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
「
法
華
部
」
に
よ
っ
た
。

②
浪
花
勇
次
郎
編
『
阿
州
犬
伏
旧
釈
迦
堂
出
土
瓦
経
拓
』
徳
島
県
出
版
文
化
協
会

昭
和
四
十
八
年
七
月

③
網
干
善
教
「
瓦
経
の
復
原
と
そ
の
考
察
」
『
膳
陵
史
学
』
第
六
号
一
九
七
九
年
十

二
月

④
網
干
善
教
「
徳
島
県
犬
伏
旧
釈
迦
堂
出
土
瓦
経
片
の
復
原
研
究
Ｉ
無
量
義
経
に
つ
い

て
ｌ
」
千
葉
乗
隆
博
士
還
暦
記
念
『
日
本
の
社
会
と
宗
教
』
昭
和
五
十
六
年
十
二
月

網
干
善
教
「
徳
島
県
犬
伏
旧
釈
迦
堂
出
土
の
瓦
経
片
の
復
原
研
究
口
ｌ
佛
説
観
普
賢

行
法
経
に
つ
い
て
ｌ
」
『
関
西
大
学
考
古
学
資
料
室
紀
要
』
第
一
号
昭
和
五
十
九
年

三
月網

干
善
教
「
阿
波
国
出
土
瓦
経
片
の
積
聚
ｌ
散
在
す
る
資
料
の
集
録
と
復
原

ｌ
」
『
関
西
大
学
博
物
館
紀
要
』
創
刊
号
平
成
七
年
三
月

一
一
一
一


